
（第６号様式） 

座間市立栗原小学校 学校運営協議会 会議録 

会 議 の 名 称 第３回 座間市立栗原小学校 学校運営協議会 

開 催 日   令和４年 １１月１０日（木） 

開 催 時 間  １５時５０分  ～ １６時５０分 

開 催 場 所   座間市立栗原小学校 視聴覚室 

議 長   栗原小学校 CS担当教諭  本村 茂久  

出 席 者   １７名（協議員５名・校長・教務・CS担当・総括教諭３名・教諭８名） 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 無し 

会 議 の 内 容 

【議 題】 

①開会の挨拶    ②会長挨拶   ③グループ協議 

④全体交流     ⑤その他    ⑥閉会の挨拶 

【主な意見・決定事項など】 

①持続可能な組織にしていきたい。次年度のメンバー選出（最大１５名）も課題としてある。 

②市自連の会議に出席し、小学校区と自治会の住み分けが異なり難しい実態があることを感じた。 

③会場を分かれてのグループ協議 

④Aグループ：・環境整備の補助→草取りや花壇の整備等。 

・清掃時間中の補助 

→特別教室等の清掃指導は担任だけでは難しい。また、大人の目があるといじ

めや事故の未然防止にも繋がる。更に、児童の頑張りを認めてもらう場にな

れば児童の自己有用感も高められる。 

       ・授業の補助 →報歳や調理実習での助言、校外学習時の交通安全面へのサポー

ト、九九の暗唱や鍵盤ハーモニカの指遣い等の個別支援等。 

       ・休み時間の補助 →読み聞かせや折り紙の会等。 

 Bグループ：高学年を中心としたキャリア教育の人材確保が困難。更新作業に課題有。 

 Cグループ：下校に課題有。民生委員や老人会が見守りを行っているので、連携をとっていく。 

 D グループ：防災訓練や地域の行事を学校と共に実施することで、交流をしながら学びを深め

ていきたい。→避難所開設訓練を一緒にやることで、実際に役立つのではないか。 

 

意見：・学年便りでは周知に限界がある為、LINEを活用していくのはどうか。 

   ・LINEの登録対象者を広げ、アンケートを作成して人材バンクに反映させるのはどうか。 

   ・PTAやおやじの会と連携をして人材バンクを作成していくのはどうか。 

   ・栗原コミセンに「ちょっぴり先生」のリストがあるので、共有して活用していけたら。 

【配付資料】 

①式次第  ②各グループからの要望 

次 回 開 催 予 定   令和５年 ２月 ９日（木）  １５時５０分 

 


